
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEZO からは、自分達でできる

ことに挑戦した居場所づくり「トラ

イアル」 他市町の事例を紹介  → 

   → 

 

2 .  プチレクチャ―「居場所づくりって？」  

1 .挑戦！アイスブレイカー  

9 月 21 日、 日曜日の午前中、 へきしんギャラクシープラザ ３階 の

大会議室で「 あんじょう協働リビングラボ」 の３ 回めを開催しました 。

参加者は、 市民と事務局スタッ フを 含めて 22 人でした。  

応用編／実践トライアルがスタートしたこの日 、まずは 参加者による

アイスブレイ クで和んだあと、 市内や他市町の事例紹介を聞いて、 これ

から実践する「お試し居場所」のイメージを膨らませました。  

その後一人ひとり が、挑戦してみたい「お試し居場所」をプラカード

に書いて紹介し合い、 仲間を募って チームを 結成。お互いの想いを共有

しながら、 チームで取り組む トライアル について話し合いました。  

あんじょう 協働  

リビングラボ  
～ちいさな 居場所をつくろ う！～ 
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DA Y 3  応用編／実践トライアル①  チームをつくろう！  

参加者がアイスブレイカーにな り 「 大人のフルーツバスケット 」と

「 ゴーゴーじゃんけん列車 」 を実施。和やかな雰囲気になりました！  

←事務局から、昨年の「あんじょう

協働リビングラボ」の社会実験の

様子の紹介があり ました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イルミネーション DE 

季節を楽しむ」 

親子を中心とした多世代の仲間

づくりが目的。 12 月頃、 大池公園

周辺や太平寺で ペットボトルラン

タンを作成して楽しみ たい！ 

グループ  

A  
チーム名：キラキラ 

先々まで続けていける、多

様な人が集う場をつくりたい。初回

は自分達が楽しもうということで、

音楽、ダンス、ゲーム、飲食（お酒

可）で オシャレをして パーティー ！ 

孤独・孤立させない 、おだ

やかなつきあいができる場 所をつ

くりたい 。まずは、会場となる公民

館やコミュニティセンターを視察

したいと思っています。  

グループ  

C 
 

【発行・問合せ先】  

安城市役所  市民協働課 
TE L 0566 －71 －2218  

✉ kyodo@city.anjo.lg.jp  
※8 ： 30 ～17 ： 15 （土日祝日を除く）  

ひとことアンケートより   改めてアイスブレイカーの大切さ !!／

リアルに何かをやる！って大変だと感じた。でも良いお見合いがで

き楽しみワクワク ♡ ／みなさん居場所について個々で考えているこ

とは違っていても、共通するものがあると感じました ／同じ考えを

持っている人に知り合えてよかった ／それぞれの想いがあってそれ

で相乗効果が上がっていることがすごいと思いました  ほか 

３ .  個人ワーク「プラカードをつくろう！」～プラカード・ de ・ 1 分 CM  

 
受講者一人ひとりが 、挑戦してみたい 「お試し居場所」 の概要をプラカードに書 き、 1 分菅で紹介し合ったあと、

プラ カードを見せ合いながら仲間を募ってチームをつくりました。  

 

 

 

 

発表。  

４ .グループワーク「トライアル ～ 

どこで？どんな？お試し居場所  できそうかな？ 」  

みんなの「お試し居場所」アイデア（ My Project ）  楽しい ダンス を創造する場／活用できる場所を探

して 利用しよう！ ／女性がキラキラできる場所／小さい子ども連れで 1 日ゴロゴロ過ごせる居場所／多世

代が混ざり合う場／ 子どもと体操／ 自宅の車庫をリフォームした小空間でご近所の 方の居場所に／空き家

を活用して多世代がみんなで１つのものをつくれる場／老若男女、国籍問わずを対象にした規格外・廃棄前

の食材を使ったパーティー／未就園・未就学の親子が集える場／大池公園と 太平寺を使った クリスマス イ

ベント ／親子や高齢者、子育てが終わった人の交流の場／老若男女みんなが参加できる場／多世代で野菜

づくり／車のキモチ勉強会／パリピ de Go ！／子どもを中心とした世代間交流・情報交換  など  

 

 

 

 

 

 

 

発表。  

お互いのアイデアを 紹介し合いながら、 2 月までに チームで取り組む 「 お試し居場所 」 を、 いつ、どこで、誰に、

何を？どのように、なんのために行うか など…方向性を模索し 、 最後に進捗状況を全体で発表・共有しました。  

 

 

 

発表。  

グループ  

B 


